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ストリゴラクトン（SL）はカロテノイドから生合成される植物の微量低分子化合物群である。SLは
根から分泌されて植物の無機栄養吸収を助けるアーバスキュラー菌根菌との共生に関わる化学シグ
ナルとして働くが、もともとは根から分泌されるSLを悪用して宿主植物の近傍で発芽する根寄生植
物ストライガの発芽刺激物質として最初に発見された。また、植物体内においてSLは、地上部の枝
分かれの抑制や葉の老化の促進など様々な生理作用を有するホルモンとして働く。これまでにSL生
合成の概要が明らかにされた。その結果、生合成経路の後半で植物種の違いによって多様な化学構
造のSLが生合成されることが明らかになった。また、一つの植物種において複数のSL分子種が合成
されることも植物界におけるSL化学構造の多様性に貢献している。本セミナーでは、SLの化学構造
多様性の生物学的な意義について考察する。
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